
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発  行   平成２３年１１月 ５日   

安居公民館環境講座「安居の里を守る会」 

 

そり橋 

むかいだ橋 

鉄の橋① 

鉄の橋② 

ほそさか橋 

福井市葬祭場 
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恐神 
記号の見方 

（Ｈ２３．５.２０～６．２５） 

ゲンジボタルが 

◎ とても多い 

○ 多い 

△ 少ない 

▲ とても少ない 

県道１１５号線 

 

▲ 

△ 

▲ 

▲ 

◎ 

○ 

◎ ▲ ○ 

更毛 

宮の前 

〒 

未更毛川の 

ゲンジボタルと

田んぼの 

ヘイケボタル 

新安田橋  

安 居 

公民館 

かくれだん橋 

まったん橋 

未更毛川 

安 居 校 

 

 

髙雄神社 

Ｎ 

桜ヶ丘西 

福井市中心部 

越前海岸 

△ 

▲ 
 
安田橋  

☆今年は、ヘイケボタルがたくさん光っていました。 
 末と本堂で、６月初旬にヘイケボタルをみつけました。特に本堂での数が多く、ゲンジボタルよ

りも多かったほどでした。安田と北堀の間の田んぼにも、たくさんいたという報告がありました。    

ヘイケボタルは田んぼの畦に固まって光っていることが多いです。また、田んぼの上をフワフワ

と飛ぶ姿も見られます。ゲンジボタルに比べて点滅のスピードが速く、星が瞬くような感じです。

高い木の枝に止まって光っているのも、たくさんいました。クリスマスツリーのようでしたよ。 

  

  

 

髙雄苑  

▲ 

ヘイケボタルが、

この辺りの田ん

ぼにたくさんい

ました。 

ヘイケボタル

が、この辺りの

田んぼにたく

さんいました。 

☆ ホタルを見に行く時は、必ず守ってね。 

１． 大きな声や音は出さない。・・・・・ホタルがおどろくよ！車で農道へ入らないでね。 

２． ホタルをライトで照らさない。・・・ホタルは光がきらいです！カメラのフラッシュもね！ 

                   ライトをつけたまま車で走るのもやめてね。 

３． ホタルを持ち帰らないで！・・・・ホタルは、捕まえても長くは生きられません。 

手に乗せてよく観察したら、放してあげてね。 

４． ハザードランプを点灯しない。・・・ヘイケボタルが点滅に反応してしまいます。光のコミュ   

ニケーションを撹乱するので、絶対にやめてね。 

５． 草むらには危険な生きものもいるよ！・・安易に手を入れないでね。できれば長靴を履いて行              

きましょう。 

６． ごみを捨てないで！・・・・・・・ホタルを見る時だけでなく、いつでも大事なマナーです。 

 

クイズの答え  １   （約２週間） ・ ２ 
 

（主に田んぼ） 



 

  

 

 

 

 

    

  

  

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

≪講座生から一言≫ 

○昨年の下半期から今年の活動で４つの収穫があった。 

１．安居っ子ホタレンジャーが行った未更毛川の水質と生きもの調べの結果（Ｈ22 実施）、水は

わりと「きれい」で多くの生き物が住んでいることがわかった。 

２．改修した農業用水路で、でき上がったばかりの生き物堰（せき）にカワニナが生育している

ことが分かり、今後ホタルの幼虫放流により繁殖に期待が持てること。 

３．観測範囲を安田地区まで広げ、発生ポイントを確認できたこと。 

４．環境講座が、緑のカーテン設置推進の活動とともに「安居の里を守る会」に改編され、安居

のまちづくりの一つに加えられたこと。 

安居の住みやすい里作りのためには、まず地区の方が十分に理解し、自然と開発の共生、他の関

係団体との一致協力がなければ絶対に成し得ないことだと思う。 

まずは「つたえよう つなげよう 安居の郷」をスローガンにして、私たちができることから行

い、環境講座に加わってくれる方を増やし、当面は末～恐神までのホタル観測網を確保することを

目標にしていきたいと思う。               

○観察を始めて３年目になった。今年は３人で５月１０日頃から開始し、いくつかの発見と感動が

あった。それは、羽坂団地の南側の未更毛川流域で、とてもたくさんのホタルが光っていたことと、

堤防の草むらに数匹のホタルの塊がいくつもあって、まるでイルミネーションのように美しかった

ことである。川の泥上げをして２年目になるが、わずかに残った命がつながったのだ。ますます来

年に期待したい。 

○ホタル調査はとても疲れたが、光っては消えるホタルに、心静かな時を過ごせた。「おしりライ

トだ。」と喜ぶ孫、「幻想的です。初めて見ました。」という長男のお嫁さん。幸せな一時であった。

また来年もホタルに会えるよう、少しでも協力できたらと思う。 

ゲンジホタルは、産卵   孵化 
 
 幼虫 

 
 さなぎ 

 
 羽化 

 
 成虫という成長

過程をたどります。国内では、北海道をのぞく川の水がきれいなところに住んでいます。桜

前線のように、その発生時期は南から北へと順に上っていきます。 

下の図は、福井県ホタルの会の日和佳雅さんが作成したものです。 

このマップに載せるにあたり、許可を得てそれぞれの時期を安居における発生状況に合わ

せて記載しました。ゲンジボタルが育つためには、水・土・草木などすべての自然環境が大

切であることがよくわかります。 

☆ホタルの光は、やすらぎを与えると言われています。 

みんなで大切にしようね。 

さて、ここで質問です。みんな、わかるかな？ 

 

１． ゲンジボタルの成虫は、羽化した後どのぐらいの間飛んでいますか？ 

２． ヘイケボタルは、どこにいるのかな？ 

          （答えは、マップのどこかに書いてあるよ。） 

 

 

    

５月下旬 

羽化(うか) 

５月下旬～６月下旬 

飛翔(ひしょう) 

６月下旬～７月中旬 

孵化(ふか) 

 

４月中旬 

上陸 

７月～４月中旬 

幼虫は水中生活 

土繭(つちまゆ)を

作り蛹化(ようか) 

 

 


